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百貨店のショーウインドーは、クリスマスムード、最⾼潮。 

サンザラール駅からも近い。何度も訪ねている。この⽇は、⾬が降り始めた。 

展⽰そのものへの興味もあるが、通⾏する⼈も⾯⽩い。 

⽼若男⼥、親⼦連れ、家族、ご夫婦、友⼈同⼠、若者、後ろ姿も興味深い。 

 

 

 

 

 

 

 

左の真下（南）の通りは、トロンジェ通り、フォーブル・サントノーレ通りを、横切り、 

マドレーヌ寺院、広場、コンコルド広場、そして、セーヌ河・コンコルド橋。 

 



滞在中、時間が許す限り、この通りに戻り、サンザラール駅へのコース。 

年末年始で、通⾏する⼈の国籍も多種多様。服装も。 

会話されている様⼦も、内容はわからないが、様々。ジェスチャーで、想像できる。 

単⾝の⼈もある。⼆⼈の空気感も感じられる⼈もある。 

顔を⾒つめ合う親⼦もいる。その仕草が興味深く、⾯⽩く、楽しんだ。 

みなさん、どんな１年だったのだろう。 

 

 

 

   
 

 

 

 


